
バッハ･コレギウム･ジャパン
with

しらかわホールへ感謝の気持ちを込めて

J.S.バッハ / 《イタリア協奏曲》BWV 971　チェンバロ独奏
J.S.バッハ / 《ブランデンブルク協奏曲第5番》BWV 1050 
W.A.モーツァルト / 《アイネ･クライネ･ナハトムジーク》K.525
G.F.ヘンデル / 《水上の音楽》より〈第1組曲〉HWV 348

20241.23火

【全席指定】 12月27日（水）発売
Ｓ席 8,000円　Ａ席 6,000円　Ｂ席 4,000円　U25券（25歳以下） 1,000円
※U25券は公演当日要身分証明書。
※U25券はACO公式ホームページ、愛知芸術文化センタープレイガイドのみの取り扱い。
※U25券はB席エリアよりお選びいただけます。
※未就学児のお子様のご入場はご遠慮ください。

January 23rd, 2024 Tuesday 6:45pm

開演 18：45 開場 18：00 
地下鉄（東山線・鶴舞線）「伏見駅」下車5番出口徒歩3分

プレイガイド
○愛知芸術文化センタープレイガイド　TEL:052-972-0430
○アイ･チケットTEL:0570-00-5310  clanago.com/i-ticket
○チケットぴあ  https://t.pia.jp/ Pコード：260-157

公式HPでのお申込み
（座席指定可能）

主催 :一般社団法人愛知室内オーケストラ、有限会社バッハ･コレギウム･ジャパン
特別協賛 :医療法人 葵鐘会

公演についてのお問い合わせ
愛知室内オーケストラTEL:052-211-9895 （平日10時~17時土日祝休業） https://ac-orchestra.com

バッハ・コレギウム・ジャパン 愛知室内オーケストラ

©Marco Borggreve

指揮・チェンバロ/ 鈴木優人
Conductor・Cembalo/Masato SUZUKI



指揮・チェンバロ ／ 鈴木優人
Conductor・Cembalo/Masato SUZUKI

東京藝術大学卒業及び同大学院修了。オランダ･ハーグ王立音楽院修了。第71回芸
術選奨文部科学大臣新人賞、第18回齋藤秀雄メモリアル基金賞、第18回ホテル
オークラ音楽賞、第29回渡邉曉雄音楽基金音楽賞受賞。バッハ・コレギウム・ジャパ
ン（BCJ）首席指揮者、読売日本交響楽団指揮者／クリエイティヴ・パートナー、アン
サンブル･ジェネシス音楽監督。23年４月より関西フィルハーモニー管弦楽団首席客
演指揮者に就任。録音はBCJとのJ. S. バッハのチェンバロ協奏曲集（BIS）、タメス
ティとのデュオ（Harmonia Mundi）など多数。調布国際音楽祭エグゼクティブ･プロ
デューサー。九州大学客員教授。
Twitter / ＠eugenesuzuki
Facebook & Instagram / masatosuzukimusic

バッハ・コレギウム・ジャパン
Bach Collegium Japan

1990年鈴木雅明により創設。音楽監督に鈴木雅明、首席指揮者
に鈴木優人を擁する。世界各国から集まる古楽のスペシャリストと
ともに、オリジナル楽器を用いてバッハを中心とした音楽遺産の理
想的上演を目指し演奏活動を行う。多数のCD録音が高い評価を
受けるほか、BBCプロムスやカーネギーホールなど世界中で活発
な演奏活動を展開。2022年秋の９都市を巡る欧州公演、23年6月
のライプツィヒ・バッハ音楽祭フィナーレへの招聘など、日本のみな
らず世界の音楽シーンを牽引している。18年の年月をかけて完成し
た「バッハ：教会カンタータ全曲シリーズ」は、世界的にも貴重な成
果として注目を浴びた。20年上演のヘンデル《リナルド》公演が第
19回佐川吉男音楽賞を受賞。23年秋、鈴木優人指揮・ヘンデル
《ジュリオ・チェーザレ》上演。

愛知室内オーケストラ
Aichi Chamber Orchestra

2002年、愛知県立芸術大学出身の若手演奏家を中心として発足。
定期演奏会をはじめ、医療法人葵鐘会（愛称：ベルネット）の支援・
プロデュースによる特別演奏会など積極的な活動をしている。
2015年から6年間に亘り新田ユリを常任指揮者に迎え、2019年
7月、フィンランドのリエクサ（リエクサ・ブラスウィーク）とヘルシン
キの2都市で公演をおこなう。2020年、＜モーツァルト - グラン・パ
ルティータ＆ディヴェルティメント第2番＞をCDリリースし、レコー
ド芸術誌「特選盤」に選出される。
創立20周年となる2022年4月、山下一史が初代音楽監督に就任。
2023年4月、権代敦彦が初代コンポーザー・イン・レジデンスに就
任。2024年4月には原田慶太楼氏が首席客演指揮者兼アーティス
ティック・パートナーに就任予定。
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